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⑦

令和６年度一般会計補正予算（第５号）

さくら野西交流センター設置へ 全会一致可 決
　
一
般
会
計
予
算
に
第
５
号
補
正
で
２
億
９
５
８
５
万
５
千
円
を
追
加
補
正
し
、
一
般
会
計
総
額
を

１
６
８
億
６
２
７
９
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
12
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
き
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議

案
と
１
請
願
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

さ
く
ら
野
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
繰
越

明
許
費
（
※
）
に
あ
る
７
４
２
０
万
円
が
総

額
か
。

集
会
施
設
の
設
計
監
理
、
工
事
費
全
て
を
含

ん
だ
事
業
費
と
し
て
計
上
し
て
お
り
、
総
額

で
７
４
２
０
万
円
と
な
る
。

ＱＡ

さ
く
ら
野
西
交
流
セ
ン
タ
ー
設
計

町
民
体
育
館
の
空
調
設
備
の
改
修
工
事
は
、

暑
く
な
る
６
月
頃
ま
で
に
は
完
了
す
べ
き
と

思
う
が
間
に
合
う
か
。

工
期
は
３
カ
月
と
見
積
も
り
し
て
い
る
の
で
、

今
回
の
補
正
で
計
上
し
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
。

ＱＡ

町
民
体
育
館
の
空
調
設
備
工
事

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

県
外
接
種
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

本
町
に
住
所
を
置
い
た
ま
ま
県
外
の
大
学
な

ど
に
進
学
し
て
い
る
人
の
接
種
に
対
し
て
町

が
補
助
を
す
る
も
の
。

ＱＡ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
事
業

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
活
用
し
て

の
中
尾
城
公
園
の
委
託
料
と
工
事
費
の
内
容

は
何
か
。

来
年
度
以
降
ス
パ
イ
ラ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
代

わ
る
遊
具
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、
家
族

連
れ
が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
４
カ

所
あ
る
う
ち
１
カ
所
の
ト
イ
レ
に
お
む
つ
交

換
台
や
幼
児
用
便
器
な
ど
を
設
置
す
る
た
め

の
設
計
委
託
と
、工
事
費
に
つ
い
て
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
利
用
す
る
人
も
多
い
こ
と
か

ら
新
た
な
ベ
ン
チ
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

高
田
保
育
所
の
水
道
使
用
料
の
増
額
の
理
由

は
何
か
。

こ
れ
ま
で
一
部
に
雨
水
を
利
用
し
て
い
た
が
、

雨
水
槽
の
維
持
管
理
費
用
が
水
道
料
金
を
上

回
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
雨
水
槽
を
貯

水
槽
に
変
更
す
る
工
事
を
行
っ
た
。
今
後
は

雨
水
は
使
用
せ
ず
す
べ
て
水
道
水
と
な
る
。

ＱＡ

高
田
保
育
所
の
雨
水
槽
を
廃
止

農
道
補
修
工
事
の
転
落
防
止
柵
の
設
置
の
理

由
は
何
か
。
事
故
が
あ
っ
た
の
か
。

事
故
は
起
き
て
い
な
い
が
、
地
元
か
ら
、
高

低
差
が
あ
り
、
下
が
た
め
池
で
照
明
も
な
い

こ
と
か
ら
、
安
全
施
設
を
付
け
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
今
回
計
上
し
た
。

ＱＡ

転 
落 

防 

止 

柵 

設 

置

地域住民の集いの場をつくります（イメージ図）

※
繰
越
明
許
費

　

歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
年
度
内
に
そ
の

支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
経
費
。
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物価高騰により予算増額　高田南土地区画整理事業　
令和６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
１億４千万円を追加し、歳入歳出予算総額を 16 億５543 万２千円にしました。

可決
賛成10：反対５

保
留
地
処
分
金
の
内
容
は

何
か
。

１
宅
地
が
１
７
７
０
万

円
で
落
札
。
総
面
積
が

２
２
５
㎡
、
坪
単
価
が
約

25
万
８
千
円
で
あ
る
。

ＱＡ

　

事
業
変
更
16
回
、
総
経
費

３
３
１
億
円
超
で
、
イ
ン
フ
レ

ス
ラ
イ
ド
と
言
っ
て
も
２
年
間

で
21
億
円
の
数
字
は
到
底
容
認

で
き
な
い
。
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
判
断
し
反
対
す
る
。

�

（
竹
中
議
員
）

　

予
算
は
、
本
年
度
中
に
全
て

の
工
事
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

目
的
だ
。
補
正
予
算
で
予
定
通

り
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。�

（
浦
川
議
員
）

　

事
業
費
の
増
額
の
理
由
は
、

急
激
な
物
価
高
騰
な
の
は
明
ら

か
だ
。
法
律
と
契
約
書
に
基
づ

く
も
の
で
、
遅
滞
の
な
い
工
事

継
続
の
た
め
に
は
や
む
を
得
な

い
。�

（
八
木
議
員
）

　

保
留
地
の
売
却
な
ど
最
大
限

努
力
し
て
い
る
。
町
、
県
が
一

体
と
な
り
推
進
さ
せ
計
画
通
り

事
業
が
完
了
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。�

（
堀　

議
員
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

到
底
容
認
で
き
な
い

予
定
ど
お
り
の
完
成
を
望
む

令和６年11月現在

増額の内訳

物価高騰による増額　約１億４千万円
工事精算の増額　約６千万円

働き方改革関連経費　約８千万円

令和６年第４回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果
第５７号 令和６年度長与町一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第５８号 西彼中央土地開発公社の解散について 可決（全会一致）

第５９号 財産の取得について 可決（全会一致）

第６０号 字の区域の変更について 可決（全会一致）

第６１号 令和６年度長与町一般会計補正予算（第５号） 可決（全会一致）

第６２号 令和６年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第６３号 令和６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 可決

請願第１号 現行の健康保険証の存続を求める意見書を国に提出することを求める請願 不採択

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

下
　
町
　
純
　
子

堀
　
　
　
　
　
真

藤
　
田
　
明
　
美

岡
　
田
　
義
　
晴

八
　
木
　
亮
　
三

松
　
林
　
　
　
敏

西
　
田
　
　
　
健

浦
　
川
　
圭
　
一

中
　
村
　
美
　
穂

安
　
部
　
　
　
都

金
　
子
　
　
　
恵

山
　
口
　
憲
一
郎

堤
　
　
　
理
　
志

竹
　
中
　
　
　
悟

西
　
岡
　
克
　
之

安
　
藤
　
克
　
彦

審議結果

第６３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ※ 可決

請願第１号 ▼ ▼ ○ ▼ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ▼ ▼ ○ ▼ ▼ ※ 不採択
■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。
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請
願
第
１
号　
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

紙
の
保
険
証
の
存
続
を

不採択
賛成４：反対11

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
伴

い
現
行
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
政
府
方
針
に
対
し
、
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
者　
長
崎
県
保
険
医
協
会
会
長　
本
田　
孝
也

意
見
書
案
に
「
国
民
の
賛
同
を
得
ら
れ
て
な
い
中
で

は
、
廃
止
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、

あ
と
何
年
く
ら
い
、
ま
た
は
あ
と
何
％
く
ら
い
普
及
す

れ
ば
妥
当
と
い
う
想
定
は
あ
る
か
。

短
期
間
で
解
決
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
当
面
の

間
は
環
境
を
整
備
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
い

た
い
人
だ
け
使
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
浸
透
し
な
い
の
は
使
い
方
が
分
か

ら
な
い
か
ら
か
、
個
人
情
報
の
漏
洩
が
心
配
な
の
か
、

そ
の
原
因
・
理
由
は
把
握
し
て
い
る
か
。

県
民
調
査
で
は
、
１
番
は
必
要
性
を
感
じ
ず
現
行
の
保

険
証
で
十
分
と
い
う
意
見
が
多
い
。
ま
た
、
国
会
で
決

ま
っ
た
こ
と
で
も
な
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
義

務
で
は
な
い
の
に
お
か
し
い
と
い
う
声
も
多
く
出
て

い
る
と
思
う
。

ＱＡＱＡ

主
な
原
因
と
し
て
建
築
資
材
の
高
騰

と
人
材
不
足
が
こ
ち
ら
の
想
定
以
上

だ
っ
た
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

見
積
り
を
参
考
に
予
定
価
格
を
決
定

し
た
が
、
物
価
高
騰
に
加
え
て
町
の

方
で
見
込
ん
だ
額
に
業
者
と
の
乖
離

が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
考

え
る
。

工
事
期
間
や
開
館
準
備
の
短
縮
は
大

丈
夫
な
の
か
。
ま
た
、
次
回
の
入
札

も
不
落
と
な
っ
た
場
合
の
開
館
時
期

の
検
討
は
ど
う
か
。

今
回
の
工
事
期
間
と
開
館
準
備
の
短

縮
は
精
査
し
た
結
果
大
丈
夫
と
判
断

し
た
。
次
回
の
入
札
に
お
い
て
不
落

な
ど
で
工
事
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

開
館
予
定
日
の
再
設
定
な
ど
の
検
討

も
行
う
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

 特集・議員の仕事「全員協議会」って？
　議会の会議には、本会議や委員会の他に全員協議会というものがあります。全員協議会は、
町政全般にかかわる事項や議会の運営に関する事項などを協議するために、必要に応じて全
議員で行う会議です。今定例会の初日にも開かれ、町長から以下の４つの事項について報告・
協議が行われました。

●まち・ひと・しごと創生総合戦略について
●�新図書館等複合施設建設工事の入札結果と
今後のスケジュールについて
●�新浄水場共同整備事業にかかる経過報告に
ついて
●�あたらしい学校づくり検討委員会による義
務教育学校制度への答申について

　町民の皆様の関心が特に高い新図書館等複合施設建設工事の入札結果と今後のスケジュー
ルについて、説明と質疑の一部をご報告いたします。

　

新
図
書
館
等
複
合
施
設
建
設
工
事
の

入
札
を
令
和
６
年
11
月
に
行
い
３
社
が

参
加
し
た
が
、
不
落
と
な
っ
た
。
今
後
、

予
定
価
格
や
設
計
内
容
を
見
直
し
た
上

で
再
度
入
札
を
行
い
、
３
月
定
例
会
に

契
約
締
結
に
係
る
議
案
を
上
程
す
る
予

定
で
あ
る
。
工
期
を
１
カ
月
、
開
館
準

備
期
間
を
２
カ
月
短
縮
し
、
９
年
４
月

開
館
の
予
定
は
変
更
し
な
い
。

（
政
策
企
画
課
）

新図書館等複合施設イメージ図
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一般質問の動画にリンクした二次元コードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

一 般 質 問

６ 浦　川　圭　一 議員 ① 都市計画税について

７ 竹　中　　　悟 議員
① ＳＮＳの利用制限について
② 新図書館運営について

８ 八　木　亮　三 議員
① 潮井崎公園キャンプ場条例および潮井崎キャンプ場について
② 町管理の道路の問題箇所について

９ 岡　田　義　晴 議員

① 小中学校の特別の教科道徳について
② 本町の今後の少子化対策について
③ 庁舎のＬＥＤ化と明るさの見直しについて

10 下　町　純　子 議員
① 町民文化ホールの使用について
② マダニ感染症（ダニ媒介性感染症）について

11 堤　　　理　志 議員

① 令和７年度の予算編成について
② 図書館（複合施設）往復専用タクシー補助について
③ 本町の治安強化の必要性について

12 松　林　　　敏 議員

① 有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）について
② 公共施設の更新計画について
③ 高田南土地区画整理事業地内の保留地の一般競争入札について

13 安　部　　　都 議員 ① マイナンバーカードとマイナ保険証一本化について

14 西　岡　克　之 議員
① 「ＧＩＧＡスクール構想」の下で整備された端末の更新について
② マイナ保険証の普及と利用促進について

15 西　田　　　健 議員
① 鳥獣被害対策について
② 長与皿山窯跡の保存整備事業について

10人が問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与南交流センター、長与町議会ホームペー
ジで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。
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回答

と
し
て
、
制
度
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。

■	

議
員　

今
後
は
起
債
の
償
還

の
た
め
に
税
の
徴
収
を
続
け
る
と

い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い
か
。

■	

企
画
財
政
部
長　

そ
う
思
っ

て
い
る
。

■	

議
員　

山
口
県
の
長
門
市
は
、

都
市
基
盤
整
備
な
ど
の
目
的
を
果

た
し
、
新
た
な
事
業
の
予
定
が
な

い
中
、
償
還
金
だ
け
に
税
を
充
当

し
て
い
く
こ
と
が
、
目
的
税
と
し

て
の
根
拠
を
曖
昧
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
課
税
を
や
め
て
い
る
。
本

町
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

や
め
る
か
続
け
る
か
は
町
長
の
判

断
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	
部
長　

所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
の
で
課
税
を
や
め
る
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
町
は
起
債

残
高
が
多
く
あ
り
財
政
が
厳
し

い
。引
き
続
き
課
税
を
続
け
た
い
。

■	

議
員　

長
年
課
税
に
応
じ
て

き
た
納
税
者
の
気
持
ち
も
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
事
業
は
終
わ
る

が
課
税
は
続
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

町
民
に
税
金
の
在
り

■	

議
員　

都
市
計
画
税
の
課
税

は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。

■	

町
長　

昭
和
47
年
か
ら
で
あ

る
。

■	

議
員　

ど
の
よ
う
な
目
的
で

始
め
た
の
か
。

■	

町
長　

土
地
区
画
整
理
事
業

を
柱
に
、
道
路
、
公
園
、
下
水
道

な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
の
財
源

の
一
部
と
し
て
活
用
す
る
た
め
で

あ
る
。

■	

議
員　

都
市
計
画
税
を
課

税
し
て
い
る
団
体
は
、
全
国

１
７
１
９
市
町
村
の
う
ち
、

６
４
２
市
町
村
で
約
37
％
と
な
っ

て
い
る
が
県
内
の
状
況
は
ど
う

か
。

■	

町
長　

21
市
町
の
う
ち
、
５

市
２
町
で
課
税
し
て
い
る
。

■	

議
員　

現
在
取
り
組
ん
で
い

る
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
、

都
市
計
画
道
路
西
高
田
線
が
完
了

し
た
後
、
都
市
計
画
税
の
対
象
と

な
る
新
た
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

■	

町
長　
現
時
点
で
は
無
い
。

■	

議
員　

事
業
完
了
に
合
わ
せ

て
、
都
市
計
画
税
の
廃
止
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

貴
重
な
財
源
の
一
つ

方
と
い
う
の
を
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

税
率
は
固
定
資
産
評

価
額
の
０・
３
％
で
取
り
続
け
る

と
い
う
こ
と
か
。

■	

企
画
財
政
部
長　

歳
出
が
歳

入
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
税
率

改
正
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

■	

議
員　

本
来
の
税
率
の
決
め

方
は
、
事
業
に
要
す
る
費
用
の
総

額
、
国
庫
支
出
金
、
受
益
者
負
担

金
な
ど
特
定
財
源
の
額
、
財
政
状

況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
定

め
る
べ
き
で
あ
る
。
10
数
億
円
の

事
業
を
毎
年
行
っ
て
き
た
も
の
が

事
業
終
了
で
事
業
費
の
負
担
が
な

く
な
る
わ
け
で
、
改
め
て
税
率
の

計
算
を
し
直
し
て
納
税
者
の
負
担

を
少
な
く
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

■	

財
政
課
長　

今
後
、
税
の
余

剰
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
税
の

縮
小
、
廃
止
に
つ
い
て
改
め
て
議

論
さ
せ
て
も
ら
う
。

都市計画税の廃止を目指すべき

貴重な財源であり制度を継続したい
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

赤枠内に記載された金額が都市計画税です‼
参考までに、ご自身の税額を確認されてはいかがですか⁉
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回答

■	

議
員　

近
年
、
子
供
を
狙
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
年
間
約
２
千
件
と
増
え

続
け
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
言
論
の

自
由
の
下
、
自
己
主
張
の
表
現
と

し
て
近
年
急
速
に
世
間
に
特
化
し

て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
へ
の
誹

謗
中
傷
な
ど
、
相
手
の
環
境
を
考

え
な
い
一
方
的
な
感
情
に
よ
っ
て

配
信
さ
れ
て
い
る
事
案
も
多
く
、

対
象
者
は
大
変
な
迷
惑
を
被
っ
て

い
る
。
ま
た
、
闇
バ
イ
ト
な
ど
犯

罪
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
こ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
犯
罪
の
軽
視

化
、
最
も
大
切
な
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
進
ん
で
し
ま
う
。
対
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

教
育
の
基
本
は
考
え

る
力
、
創
造
す
る
力
、
協
働
の
大

切
さ
を
学
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
知
識
を

補
完
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■	

教
育
長　

教
育
基
本
法
の
精

神
に
則
り
推
進
す
る
中
で
、
情
報

を
上
手
に
使
う
力
・
リ
ス
ク
に
正

し
く
対
処
す
る
力
な
ど
の
情
報
活

用
能
力
を
養
い
育
成
し
て
い
く
。

■	

議
員　

学
校
に
お
け
る
教
育

委
員
会
の
指
導
体
制
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

■	

教
育
長　

情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
メ
デ
ィ
ア
安
全
指

導
員
な
ど
に
よ
る
講
習
を
行
っ
て

い
る
。

■	

議
員　

町
内
学
校
の
被
害
状

況
と
対
処
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

■	

教
育
長　

児
童
生
徒
の
約

４
％
か
ら
報
告
が
あ
り
、
家
庭
に

課
題
が
あ
る
場
合
は
保
護
者
に
助

言
を
行
い
指
導
や
見
守
り
を
お
願

い
し
て
い
る
。

■	

議
員　
現
況
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
い
る
が
、

保
護
者
の
意
識
感
覚
を
含
め
問
題

提
起
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■	
教
育
長　

保
護
者
を
対
象
と

し
た
研
修
会
、
啓
発
活
動
が
自
主

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
で
き
る
よ
う
、
支
援
と
必
要
な

情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

■	

議
員　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
16
歳
未
満
の
利
用
制
限
が
令
和

６
年
に
決
定
し
た
。
本
町
で
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

教
育
長　

デ
ジ
タ
ル
社
会
を

見
据
え
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充

実
を
図
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

■	

議
員　

６
月
定
例
会
で
も
質

問
し
た
日
曜
祝
日
の
開
館
・
閉
館

時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
多
く
の

住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
い
る
。

■	

町
長　

図
書
館
と
交
流
エ
リ

ア
は
月
曜
日
全
休
、
祝
日
を
含
め

た
火
～
日
曜
日
を
開
館
し
、
閉
館

時
間
は
平
日
20
時
、
土
日
祝
日
17

時
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

■	

議
員　

維
持
管
理
費
は
年
間

約
１
億
円
と
想
定
さ
れ
る
。
収
益

の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

■	

町
長　

カ
フ
ェ
の
賃
貸
料
、

多
目
的
室
な
ど
の
貸
し
出
し
、
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
、
太
陽
光
発
電
売

電
、広
告
収
入
を
想
定
し
て
い
る
。

■	

議
員　

複
合
施
設
入
札
は
不

落
に
終
わ
っ
た
。
原
因
と
影
響
、

設
計
者
の
責
任
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

■	

町
長　

竣
工
は
予
定
ど
お
り

で
、
原
因
に
つ
い
て
は
精
査
中
で

あ
る
。

SNS の利用制限対策は

情報モラル教育の充実を図る
竹
たけなか

中　 悟
さとる

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

答 問
複
合
施
設
の

今
後
の
各
種
運
営
は

調
整
を
進
め
て
い
る

県警調べ 10 月中 2024年累計
態様 手　口 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額

SNS 型投資 7 2186 万 1026 円 84 ４億 6573 万 8731 円
ロ
マ
ン
ス

投資名目 4 6213 万 2203 円 36 ３億 3637 万 7942 円
その他のロマンスなど名目 2 881 万 6000 円 18 4805 万 9836 円
合　計 6 7094 万 8203 円 54 ３億 8443 万 7778 円

認知総数 13 9280 万 9229 円 138 ８億 5017 万 6509 円
SNS型詐欺の県内被害状況
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回答

■	

議
員　

令
和
４
年
第
４
回
定

例
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例
に
よ
り

５
年
度
か
ら
有
料
化
さ
れ
た
潮
井

崎
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
有
料
化
後
、

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
ま
ず
、
温
水

シ
ャ
ワ
ー
が
故
障
し
て
何
カ
月
も

た
つ
が
、
改
修
ど
こ
ろ
か
廃
止
の

可
能
性
も
あ
る
と
聞
い
た
。
有
料

化
で
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
と
し

な
が
ら
む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
て
い
る
の
は
不
誠
実
で
あ
り
、

改
修
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

■	

町
長　

当
初
の
業
者
は
修
繕

困
難
と
の
見
立
て
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
修
繕
が
可
能
と
い
う
業
者

が
あ
り
、発
注
を
検
討
し
て
い
る
。

■	

議
員　

交
流
人
口
拡
大
も

キ
ャ
ン
プ
場
設
置
の
目
的
と
し
な

が
ら
、
周
辺
に
何
の
看
板
も
な
く

入
り
口
が
分
か
り
づ
ら
い
。
車
で

通
る
人
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

国
道
か
ら
の
下
り
口
に
大
型
の
看

板
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

土
木
管
理
課
長　

国
道
を
管

理
す
る
県
と
の
協
議
や
景
観
へ
の

配
慮
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

る
か
。

■	

町
長　

議
会
に
は
真
摯
に
向

き
合
い
正
確
な
答
弁
を
心
掛
け
て

い
る
が
、
的
確
で
な
い
説
明
も

あ
っ
た
と
思
う
。
議
会
対
応
の
職

員
研
修
を
予
定
し
て
お
り
、
正
確

で
分
か
り
や
す
い
答
弁
に
努
め

る
。

■	

議
員　

グ
レ
ー
チ
ン
グ
上
を

車
が
通
る
際
の
昼
夜
を
問
わ
な
い

金
属
音
は
、
近
隣
住
民
に
と
っ
て

転
居
も
考
え
る
ほ
ど
の
騒
音
で
あ

る
。
設
置
者
で
あ
る
町
の
責
任
で

あ
り
対
応
を
求
め
た
い
が
ど
う

か
。

■	

町
長　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

町
民
か
ら
の
通
報
で
確
認
さ
れ
た

ら
随
時
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
住

民
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
能
動

的
な
調
査
・
対
応
に
努
め
る
。

■	
議
員　

通
報
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
町
職
員
や
町
民
に
情
報
を

求
め
る
な
ど
す
べ
き
だ
と
思
う
。

も
し
私
が
自
分
で
調
査
し
て
、
騒

音
が
発
生
す
る
町
内
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
ら
対

応
し
て
く
れ
る
か
。

■	

土
木
管
理
課
長　

修
繕
の
資

料
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

■	

議
員　

歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
破
損
が
複
数
あ
る
。
定
期
的

に
確
認
し
補
修
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

■	

町
長　

一
斉
点
検
の
上
で
計

画
的
に
修
繕
し
、
視
覚
障
害
者
が

安
心
し
て
歩
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

■	

議
員　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も

な
く
利
用
者
も
減
少
し
て
い
る
実

情
に
鑑
み
、
料
金
の
見
直
し
や
町

民
や
障
害
者
の
利
用
料
減
免
を
行

う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	
町
長　

受
益
者
負
担
の
考
え

に
変
わ
り
は
な
く
料
金
改
定
は
考

え
て
い
な
い
が
、
減
免
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

こ
の
条
例
の
審
査
の

際
の
議
会
の
質
疑
に
対
す
る
担
当

課
の
答
弁
は
不
正
確
で
疑
義
が
残

る
も
の
で
、
本
町
は
議
会
へ
の
説

明
責
任
を
軽
視
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
町
に
答
弁
の
正
確
性
の
向
上

を
求
め
た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い 左に行くとキャンプ場だとは誰も分かりません（岡郷）

「カン！カン！」というあの騒音の撲滅を！

答 問
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が

出
す
騒
音
の
解
消
を

能
動
的
な
調
査
や

対
応
に
努
め
る

潮井崎キャンプ場の料金見直しを

町民や障害者への減免は検討する
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。
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回答

い
て
協
議
を
重
ね
、
８
年
度
の
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
本
格
的

実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

■	

議
員　

庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と

調
光
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

■	

町
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

消
費
電
力
、
電
気
料
金
の
抑
制
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
効
果
な
ど

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
次
年

度
以
降
、
庁
舎
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

調
光
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
の
研
究

も
行
い
な
が
ら
快
適
で
効
率
的
な

庁
舎
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

■	

議
員　

道
徳
の
時
間
が
特
別

の
教
科
道
徳
と
し
て
教
科
化
さ
れ

て
６
年
に
な
る
が
、
小
中
学
校
で

ど
の
よ
う
に
道
徳
を
教
え
て
い
る

の
か
。

■	

教
育
長　

学
習
指
導
要
領
で

は
、
特
別
の
教
科
道
徳
に
お
い
て

取
り
扱
う
道
徳
的
諸
価
値
を
、
指

導
す
べ
き
内
容
項
目
と
し
て
位
置

付
け
、
児
童
生
徒
か
ら
見
た
対
象

の
広
が
り
に
即
し
た
４
つ
の
視
点

（
※
）
で
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
児
童
生
徒
が
、
当
該
学
年

に
お
い
て
発
達
段
階
に
応
じ
た
内

容
項
目
の
学
び
を
４
つ
の
視
点
で

バ
ラ
ン
ス
良
く
学
ぶ
と
と
も
に
、

小
中
学
校
９
年
間
を
通
じ
て
内
容

項
目
の
学
び
を
積
み
重
ね
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
道
徳
性
を
確
か
な

も
の
に
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い

る
。

■	

議
員　

会
計
検
査
院
の
調
査

で
子
育
て
世
帯
や
低
所
得
世
帯
の

う
ち
、
給
付
金
に
つ
い
て
申
請
が

不
要
な
プ
ッ
シ
ュ
型
支
給
の
対
象

と
な
ら
な
い
世
帯
へ
の
周
知
に
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
自
治
体
に
よ
っ

て
受
け
取
れ
た
額
に
格
差
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
本
町
は
ど
う

か
。

■	
町
長　

プ
ッ
シ
ュ
型
給
付
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯
に
対

し
て
は
、広
報
紙
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

周
知
を
図
っ
た
他
、
町
の
保
有
す

る
情
報
に
よ
り
支
給
要
件
を
満
た

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
世
帯
に
対
し
て
は
、
個
別
通

知
に
よ
り
申
請
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

■	

議
員　

政
府
が
進
め
る
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
来
年
令

和
７
年
度
に
補
助
事
業
と
し
て
制

度
化
し
、
翌
８
年
度
に
は
給
付
型

制
度
と
し
て
実
施
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化
対
策

の
加
速
化
を
受
け
て
本
町
は
７
年

度
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

■	

町
長　

本
制
度
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
人
員
配
置
基
準
が
一

時
預
か
り
事
業
と
同
様
の
基
準
と

さ
れ
、
施
設
に
お
い
て
は
新
た
な

人
員
配
置
が
必
要
と
想
定
さ
れ
、

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
保
育
士
の

人
材
不
足
は
本
町
で
も
例
外
で
は

な
く
、
近
年
、
各
施
設
で
は
人
材

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
本
町
と

し
て
は
７
年
度
は
、
引
き
続
き
保

育
を
必
要
と
す
る
人
の
受
け
入
れ

を
優
先
的
に
行
い
、
各
園
と
受
け

入
れ
体
制
、
保
育
士
の
確
保
に
つ

道徳はどう指導されているか

小中学校９年間で計画的に指導
岡
おか

田
だ

　義
よし

晴
はる

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

教科化された道徳

こども誰でも通園制度が始まります

答 問
今
後
の
少
子
化
対
策
は

来
年
度
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く

答 問
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

ど
う
進
め
る
か

次
年
度
以
降
に

計
画
し
て
い
る

※
４
つ
の
視
点

①�

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す

る
こ
と
。

②�

主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か

わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

③�

主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も

の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る

こ
と
。

④�

主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の

関
す
る
こ
と
。
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回答

■	

議
員　

町
民
文
化
ホ
ー
ル
の

使
用
に
つ
い
て
利
用
者
か
ら
要
望

を
聞
い
て
い
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
室

の
借
用
時
間
を
１
時
間
ご
と
の
借

用
に
で
き
な
い
か
。

■	

教
育
長　

客
席
ホ
ー
ル
の
付

帯
設
備
と
い
う
位
置
付
け
で
練
習

な
ど
単
独
で
の
貸
し
出
し
は
想
定

し
て
い
な
い
。
現
在
は
例
外
的
に

個
別
利
用
を
許
可
し
貸
し
出
し
て

い
る
。

■	

議
員　

リ
ハ
ー
サ
ル
室
は
他

の
施
設
に
は
な
い
充
実
し
た
環
境

な
の
で
、
よ
り
多
く
の
町
民
に
開

放
で
き
な
い
か
。

■	

生
涯
学
習
課
長　

練
習
な
ど

を
考
え
た
い
。

■	

議
員　

本
町
の
第
10
次
総
合

計
画
の
町
民
意
識
調
査
で
は
、
文

化
施
設
の
評
価
が
際
立
っ
て
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
文

化
ホ
ー
ル
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

と
思
う
が
、
今
後
少
し
で
も
町
民

の
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
払
拭
し
、
改

善
で
き
る
よ
う
力
を
注
い
で
ほ
し

い
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■	

教
育
次
長　

今
回
の
意
見
を

も
と
に
協
議
を
し
た
い
と
思
う
。

■	

議
員　

マ
ダ
ニ
感
染
症
対
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
か
。

■	

町
長　

広
報
な
が
よ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
配
布
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
で

の
西
彼
保
健
所
の
ブ
ー
ス
開
設
に

よ
る
情
報
提
供
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

■	
議
員　

他
に
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。

■	
町
長　

忌
避
剤
の
併
用
や
環

境
整
備
な
ど
今
後
と
も
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

■	

議
員　

町
内
の
公
園
の
除
草

作
業
が
感
染
予
防
に
つ
な
が
る

が
、
町
で
計
画
的
に
し
て
い
る
の

か
。

■	

土
木
管
理
課
長　

長
与
・
時

津
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
契

約
し
て
実
施
し
て
い
る
。

■	

議
員　

今
後
も
情
報
の
発
信

に
努
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

■	

健
康
保
険
課
長　

感
染
症
予

防
に
努
め
て
い
く
。

を
主
体
的
に
行
う
よ
う
な
施
設
と

し
て
は
作
っ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ル

中
心
と
し
た
形
な
の
で
、
ホ
ー
ル

利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
い
い

形
を
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
、

自
主
公
演
の
企
画
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

■	

課
長　

生
涯
学
習
課
の
文
化

振
興
班
で
企
画
し
、
文
化
ホ
ー
ル

と
共
に
行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

駐
車
場
の
開
閉
に
つ

い
て
も
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
階

段
状
の
駐
車
場
の
こ
と
だ
が
、
駐

車
場
の
開
閉
は
管
理
者
側
が
す
る

の
で
は
な
い
の
か
。

■	
課
長　

利
用
者
が
必
要
な
分

だ
け
開
錠
す
る
こ
と
を
条
件
に
貸

し
出
し
て
い
る
。

■	

議
員　

駐
車
場
の
車
止
め
が

重
く
て
年
配
の
利
用
者
に
は
開
閉

が
難
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
要

望
が
あ
れ
ば
施
設
側
で
開
閉
が
で

き
な
い
か
。

■	

課
長　

こ
の
時
点
で
返
答
は

難
し
い
。
今
ま
で
の
経
緯
も
あ
る

の
で
そ
の
辺
り
も
吟
味
し
て
対
応

答 問
現
在
の

マ
ダ
ニ
感
染
症
対
策
は

情
報
提
供
や
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る

マダニは身近な草むらにひそんでいます

もっとリハーサル室の開放を

客席ホール中心の運用管理となる
下
しもまち

町　純
じゅんこ

子 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

駐
車
場
の
開
閉
は

もっと多様な使い方はできないの？
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回答

■	

教
育
長　

７
年
度
は
値
上
げ

を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
、
充
当
可
能
な
交

付
金
が
あ
れ
ば
活
用
を
探
り
た

い
。

■	

議
員　

利
用
で
き
る
交
付
金

が
あ
れ
ば
値
上
げ
は
抑
え
た
い
考

え
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

庁
内
で

の
協
議
が
必
要
だ
が
、
可
能
な
交

付
金
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

■	

議
員　

国
か
ら
「
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の
追
加
に
つ
い
て
」

の
連
絡
が
発
出
さ
れ
、
物
価
高
騰

対
策
の
項
目
に
小
中
学
校
の
給
食

費
の
支
援
も
推
奨
し
「
早
期
の
予

算
化
に
向
け
た
検
討
を
速
や
か
に

進
め
て
ほ
し
い
」
旨
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

■	

企
画
財
政
部
理
事　

給
食
費

の
支
援
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

■	

議
員　

図
書
館
予
定
地
は
標

高
が
あ
る
た
め
、
高
齢
者
、
障
害

者
も
利
用
で
き
る
対
策
を
要
求
す

る
意
見
が
私
や
同
僚
議
員
か
ら
あ

が
っ
て
い
る
。
免
許
返
納
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
町
民
に
、
複
合

施
設
往
復
専
用
タ
ク
シ
ー
補
助
制

度
を
検
討
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

免
許
証
を
返
納
し
た

高
齢
者
に
対
し
て
エ
ヌ
タ
ス
カ
ー

ド
、
運
転
が
難
し
い
障
害
者
な
ど

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
お
よ
び

ガ
ソ
リ
ン
利
用
券
交
付
を
行
っ
て

お
り
、
施
設
限
定
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。

■	

議
員　

詐
欺
電
話
、
不
審
者
、

催
眠
商
法
可
能
性
事
案
が
発
生
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。事
例
紹
介
、

対
応
方
法
紹
介
な
ど
を
さ
ら
に
対

策
強
化
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

消
費
生
活
出
前
講
座

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
て
い

る
。
６
年
度
８
月
に
、
民
生
・
児

童
委
員
に
講
話
を
実
施
し
、
例
年

よ
り
多
く
の
団
体
に
申
し
込
み
を

も
ら
っ
た
。
悪
質
商
法
や
ニ
セ
電

話
詐
欺
を
は
じ
め
、
そ
れ
に
付
随

す
る
犯
罪
手
口
の
話
も
し
て
い

る
。
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
通
し
て
、
被
害
を
防
止
す
る
情

報
発
信
な
ど
に
よ
り
対
策
を
強
化

す
る
。

■	

議
員　

良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ

る
時
津
町
は
令
和
６
年
度
に
①
高

齢
者
交
通
費
助
成
事
業
の
拡
充

（
年
額
９
千
円
）、
②
75
歳
到
達
者

へ
１
万
円
の
健
康
奨
励
金
支
給
、

③
学
校
給
食
食
材
費
の
物
価
高
騰

分
を
当
初
予
算
に
計
上
な
ど
を
実

施
し
、
住
民
福
祉
で
本
町
を
上
回

り
た
い
意
気
込
み
を
感
じ
る
。
時

津
町
並
み
に
制
度
拡
充
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

現
段
階
で
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
は
時
代
に
即
し
た

効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
、
町

民
の
意
見
や
近
隣
自
治
体
の
制
度

も
参
考
に
総
合
的
に
検
討
す
る
。

■	

議
員　

77
歳
到
達
者
に
支
給

し
て
い
た
長
寿
祝
金
は
廃
止
と

な
っ
た
が
、
後
期
高
齢
者
の
出
発

点
で
あ
る
75
歳
到
達
者
に
奨
励
金

の
創
設
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

■	

町
長　

考
え
て
い
な
い
が
、

町
民
の
意
見
や
近
隣
自
治
体
の
制

度
も
参
考
に
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

■	

議
員　

７
年
度
当
初
予
算
で

給
食
食
材
費
の
物
価
高
騰
相
当
額

の
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

住民福祉 時津町並みに拡充せよ

考えていないが総合的に検討する
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

答 問
新
図
書
館
往
復
専
用

タ
ク
シ
ー
補
助
を

Ｎ
＋
カ
ー
ド
や

福
祉
タ
ク
シ
ー
で
対
応

答 問
詐
欺
対
策
な
ど

強
化
せ
よ

消
費
生
活
出
前
講
座

な
ど
を
拡
充
強
化

長与町
（敬老祝金の額）
第３�条　敬老祝金の額は、次のとお

りとする。
⑴　 88 歳� 20,000 円
⑵　100 歳� 50,000 円

時津町
（長寿祝金及び健康奨励金の額）
第３�条　長寿祝金及び健康奨励金の

額は、次のとおりとする。
⑴　 75 歳� 10,000 円
⑵　 88 歳� 30,000 円
⑶　100 歳� 100,000 円

時津町
高齢者交通費助成事業（令和６年度）
◎�高齢者交通費助成事業として、運

転免許証をお持ちでない 70 歳以
上の方に年間最大 9,000 円分の
助成（長崎バス、タクシーどちら
か一方を選択）を行っています。

時津町に負けない住民福祉を
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回答

■	

議
員　

本
町
に
は
現
在
、
更

新
が
必
要
と
な
る
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
が
多
く
あ
る
。
更
新
費
用

を
平
準
化
す
る
た
め
に
も
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
長
与
町
公
民
館

の
２
つ
の
施
設
の
更
新
を
早
く
計

画
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

■	

町
長　

公
共
施
設
の
改
修
な

ど
に
つ
い
て
は
、
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
に
お
い
て
施
設
管
理

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
長
与
町
公

民
館
は
令
和
９
年
度
か
ら
11
年
度

に
方
向
性
の
検
討
を
す
る
。
公
共

施
設
の
更
新
は
、
利
用
状
況
な
ど

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
機

能
の
集
約
化
・
複
合
化
、
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
を
検
討
す
る
。

■	

議
員　

５
年
度
の
将
来
負
担

比
率
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方

債
を
利
用
し
て
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
を
更
新
す
る
こ
と
は
有
意
義

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

財
政
計
画
に
お
い
て

は
各
種
補
助
金
や
基
金
に
加
え
、

地
方
債
の
活
用
も
重
要
な
財
源
措

置
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
健
全
化

判
断
比
率
の
適
正
な
水
準
を
確
保

し
つ
つ
、
財
政
負
担
の
軽
減
と
平

準
化
に
努
め
る
。

■	

議
員　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
に
保
留
地
は
あ
と
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

■	
町
長　

一
括
施
行
区
域
内
に

約
30
宅
地
、
一
括
施
行
区
域
外
に

約
10
宅
地
あ
る
。
７
年
度
よ
り
処

分
す
る
準
備
が
整
っ
た
保
留
地
か

ら
順
次
販
売
し
て
い
く
。

■	

議
員　

一
般
競
争
入
札
で
は

な
く
販
売
価
格
を
決
め
て
販
売
し

て
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

一
般
競
争
入
札
に
よ

り
保
留
地
処
分
を
行
う
こ
と
で
、

市
場
の
原
理
を
通
じ
て
、
よ
り
相

場
に
近
い
適
正
な
金
額
に
よ
る
販

売
が
期
待
で
き
る
。

■	

議
員　

複
数
の
宅
地
の
一
般

競
争
入
札
に
お
い
て
１
件
ず
つ
落

札
者
を
決
定
し
て
い
く
と
、
心
理

的
に
徐
々
に
落
札
価
格
が
上
が
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

■	

都
市
計
画
課
長　

今
後
も
一

般
競
争
入
札
に
よ
る
保
留
地
処
分

を
行
っ
て
い
く
が
、
や
り
方
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

■	

議
員　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）（
※
）
の
う
ち
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
い
う
２
種
類

の
物
質
に
つ
い
て
国
の
暫
定
目
標

値
が
あ
る
が
、
本
町
の
水
質
検
査

の
結
果
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

全
て
の
浄
水
場
の
原

水
お
よ
び
浄
水
と
も
に
暫
定
目
標

値
を
下
回
っ
て
い
る
。

■	
議
員　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■	

上
下
水
道
課
長　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
既
に
製
造
・
輸
入

が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
今
後
増
え

て
い
く
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

答 問
公
共
施
設
の

早
期
計
画
は
ど
う
か

町
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
に
従
う

答 問
保
留
地
の
処
分
法
を

変
え
て
は
ど
う
か

今
後
も
一
般
競
争
入
札

で
販
売
す
る

PFAS の水質結果はどうか

暫定目標値を下回っている
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

※
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
う
ち
、

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
化
合

物
お
よ
び
ポ
リ
フ
ル
オ
ロ
ア
ル

キ
ル
化
合
物
を
総
称
し
て
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
と
呼
び
、
そ
の
中
に
代
表

的
な
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

あ
り
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

持続可能な水の安全を望む
（ながよ水のフォトコンテスト入選作品）
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医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
窓
口

で
の
丁
寧
な
説
明
と
情
報
発
信
に

努
め
る
。

■	

議
員　

マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
で
受
診
困
難
な
人

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

施
設
入
居
者
な
ど
で

本
人
に
よ
る
暗
証
番
号
の
入
力
や

顔
認
証
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る
。

■	

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
本
町
の
人
口
に
対
す
る
保

有
率
は
、
６
年
10
月
時
点
で
81
・

３
％
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
９
月
時

点
登
録
率
は
、
国
民
健
康
保
険
が

69
・
４
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
が

63
・
４
％
で
あ
る
。

■	

議
員　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
一

本
化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

■	

町
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、
過
去

の
投
薬
・
診
療
デ
ー
タ
に
基
づ
く

よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
、
突
然
の
手
術
・
入
院
で
も
高

額
支
払
い
が
不
要
に
な
り
経
済
的

不
安
が
な
く
な
る
こ
と
、
救
急
現

場
で
、
搬
送
中
の
適
切
な
応
急
処

置
や
病
院
の
選
定
な
ど
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、

交
付
す
る
種
類
が
増
え
、
受
診
す

る
際
の
手
続
き
が
変
更
と
な
り
、

運
用
が
複
雑
に
な
る
。
被
保
険
者

が
戸
惑
わ
れ
、
し
ば
ら
く
の
間
は

馴
染
み
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

■	

議
員　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
紛

失
し
た
場
合
の
発
行
期
間
と
再
発

行
手
数
料
は
い
く
ら
か
。

■	

住
民
福
祉
部
理
事　

通
常
の

再
発
行
は
申
請
か
ら
再
発
行
ま
で

約
１
カ
月
で
手
数
料
は
千
円
だ
。

特
急
発
行
を
希
望
し
た
場
合
は
約

１
週
間
で
届
き
、
手
数
料
は
２
千

円
だ
。

■	

議
員　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

（
※
）
被
害
に
対
す
る
対
策
は
ど

う
か
。

■	

町
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ

る
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
は
、
国
で

管
理
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
も

適
切
に
運
用
を
行
っ
て
い
く
。

■	

議
員　

マ
イ
ナ
保
険
証
が
12

月
２
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
現
場

で
は
非
常
に
患
者
の
不
安
の
声
が

聞
こ
え
る
が
、
現
状
と
住
民
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

現
行
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
通
常
有
効
期
限
の

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
保
険
証

が
使
用
で
き
る
。
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
、
12
月
２
日
以
降

に
新
た
に
70
歳
を
迎
え
る
人
や
所

得
区
分
が
変
更
と
な
る
人
、
再
交

付
を
行
う
人
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
交
付
す

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
は
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
の
人
は
、
新
た
に
75
歳
を
迎

え
る
人
、
住
所
や
負
担
割
合
に
変

更
が
生
じ
る
人
、
紛
失
し
た
人
に

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
資
格
確
認
書
を
交
付
す

る
。
７
年
８
月
１
日
以
降
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
資
格
情
報
通
知
書
を
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
っ
て
な
い
人
に
は
資

格
確
認
書
を
交
付
す
る
。
住
民
が

混
乱
な
く
、
引
き
続
き
安
心
し
て

受
診
困
難
者
対
応
は

再
発
行
手
数
料
は

マイナ保険証の住民への対応は

丁寧な情報発信と説明に努める
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

※
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

　

フ
ァ
イ
ル
を
暗
号
化
ま
た
は

窃
取
し
て
、
復
号
や
情
報
漏
洩

防
止
の
た
め
に
身
代
金
を
支
払

う
よ
う
強
要
す
る
不
正
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

デジタル困難者にも優しい現行保険証の
存続を！（写真は政府広報ＨＰより） 　
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可
能
に
な
り
、
７
年
度
は
４
千
台

の
購
入
を
予
定
し
て
お
り
、
８

年
度
当
初
よ
り
使
用
開
始
の
計

画
だ
。
デ
ー
タ
消
去
に
つ
い
て

は
、
文
科
省
の
教
育
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
推
奨
し
て
い
る
物
理

的
な
方
法
、
ま
た
は
磁
気
的
方
法

に
よ
る
破
壊
、
デ
ー
タ
消
去
装
置

ま
た
は
デ
ー
タ
消
去
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
に
よ
る
作
業
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

■	

議
員　

端
末
の
再
資
源
化
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

■	

教
育
長　

小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
よ
り
、
認
定
事
業
者
へ

の
処
理
委
託
を
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

６
年
12
月
２
日
か
ら
、

紙
の
保
険
証
が
原
則
新
規
発
行
さ

れ
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
現
在
の

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
の
利
用
に
な

る
。
本
町
で
は
普
及
、
利
用
促
進

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

■	

町
長　

情
報
発
信
は
、
町
の

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

行
っ
て
い
る
。
窓
口
対
応
は
、
高

額
医
療
費
な
ど
、
マ
イ
ナ
保
険
証

で
あ
れ
ば
手
続
き
な
し
で
医
療
費

限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
利
用
の

声
か
け
を
し
て
い
る
。
他
に
も
医

療
機
関
を
訪
問
し
、
来
院
者
へ
利

用
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
と
情
報
発

信
に
努
め
る
。

■	

議
員　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
整
備
さ
れ
、
児
童
生
徒
に

一
人
一
台
貸
与
さ
れ
た
端
末
の
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
は

全
国
的
な
も
の
で
、
令
和
６
年
８

月
現
在
、
全
国
で
９
５
０
万
台
に

上
る
。今
後
更
新
端
末
の
68
％
は
、

７
年
度
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
７
年
度
予
算
で
の
端
末
更

新
の
適
切
な
調
達
が
課
題
で
あ

る
。
一
方
で
、
大
量
に
発
生
す
る

端
末
処
理
も
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

文
科
省
で
は
、
公
立
学
校
情
報
機

器
整
備
事
業
に
係
る
各
種
計
画
の

策
定
要
領
で
、
端
末
の
整
備
更
新

の
策
定
公
表
を
義
務
付
け
て
い

る
。
そ
こ
で
、
７
年
度
以
降
、
本

町
で
は
何
台
の
端
末
を
買
い
換
え

る
の
か
。
ま
た
、
端
末
を
処
分
す

る
際
の
デ
ー
タ
処
理
取
り
組
み
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

■	

教
育
長　

３
年
２
月
時
点
で

３
６
０
０
台
購
入
し
て
い
る
の

で
、処
分
対
象
は
３
６
０
０
台
だ
。

故
障
率
を
勘
案
し
、
必
要
な
財
源

が
国
よ
り
措
置
が
あ
り
、
予
備
機

の
整
備
が
可
能
に
な
っ
た
結
果
、

児
童
生
徒
の
15
％
以
内
の
整
備
が

答 問
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
促
進
を
図
れ

説
明
と
情
報
発
信
に

努
め
る

ギガスクール使用済み端末処理は

法律により適正に処理する
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

買い換え時期だよ
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■	

議
員　

一
般
家
庭
で
も
被
害

が
発
生
し
て
い
る
中
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
助
成
は
で
き
な
い

か
。

■	

町
長　

４
年
度
よ
り
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
生
活

環
境
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
自

治
会
へ
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

の
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

■	

産
業
振
興
課
長　

個
人
の
一

般
家
庭
で
は
な
く
、
自
治
会
と
し

て
管
理
し
て
も
ら
え
る
所
に
貸
与

し
て
い
る
。

■	

議
員　

本
町
は
史
跡
の
保
存

と
管
理
を
確
実
に
行
う
た
め
用
地

買
収
に
着
手
し
、
現
在
、
予
定
面

積
の
63
・
５
％
を
買
収
済
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
３
年
度
か
ら
実
施
し
た

発
掘
調
査
の
状
況
を
尋
ね
る
。

■	

町
長　

第
１
期
目
の
成
果
と

し
て
付
近
一
帯
が
焼
き
物
の
生
産

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
近

世
陶
磁
器
で
あ
る
皿
や
碗
の
一

部
、
窯
道
具
や
レ
ン
ガ
な
ど
、
焼

き
物
の
関
連
の
遺
物
が
多
数
発
見

さ
れ
た
。
し
か
し
途
中
に
、
本
調

査
の
指
示
役
で
あ
る
町
の
専
門
職

員
が
不
在
と
な
り
調
査
自
体
の
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

発
見
さ
れ
た
遺
物
の

保
存
・
管
理
の
計
画
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

発
掘
さ
れ
た
各
種
遺

物
は
、
現
在
、
長
与
南
小
学
校
の

一
室
に
保
存
し
て
い
る
。
新
し
く

任
用
さ
れ
る
専
門
員
と
共
に
適
切

な
管
理
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

■	

議
員　

皿
山
窯
跡
の
環
境
整

備
の
計
画
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
背
後
地
が
山
林
で
あ
る
こ
と

か
ら
草
木
が
生
え
や
す
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
年
２
回
の
除

草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

本
町
に
は
皿
山
窯
跡

を
含
み
30
数
カ
所
の
遺
跡
が
あ
る

が
環
境
整
備
の
確
認
と
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
は
実
施
し
て
い
る
か
。

■	

生
涯
学
習
課
長　

定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

■	

議
員　

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
獣
被

害
対
策
を
講
じ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
一
向
に
被
害
が
減
ら
な
い
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
生
活
圏
に
ま
で

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
農
作
物
は

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
菜
園
ま
で
が
荒

ら
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
現

在
、
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
ベ
ー

ス
に
被
害
減
額
目
標
を
定
め
、
各

種
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

■	

町
長　

令
和
５
年
度
は
被
害

面
積
、
被
害
額
と
も
に
３
年
度
よ

り
減
少
し
て
お
り
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
狩

猟
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
４
年
度
以
降
、
新
た
に
６
人

が
猟
友
会
へ
入
会
し
捕
獲
活
動
に

従
事
し
て
い
る
。
ま
た
効
果
的
な

被
害
防
止
対
策
を
行
う
た
め
に
、

町
と
し
て
も
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
野
生
鳥
獣
を
農
地
や
生
活
圏
に

寄
せ
付
け
な
い
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
。
今
後
も
被
害
軽
減
へ
向
け

て
、
捕
獲
対
策
・
防
護
対
策
・
棲

み
分
け
対
策
の
３
対
策
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
被

害
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

鳥獣被害防止対策の状況は

鳥獣を寄せ付けない体制を目指す
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

この二次元コードを専用
アプリで読み取ると、録
画映像をご覧頂けます。

答 問
長
与
皿
山
窯
跡
の

保
存
整
備
状
況
は

適
切
な
管
理
に
努
め
る

生活圏へ侵入！イノシシの足跡（町内公園）

発掘された遺物　待たれる調査・管理
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町
議
会
だ
よ
り
の
た
め
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
参
加

委
員
長
　
　
八
木
　
亮
三

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
研
修
報
告

○
研
修
期
日

　

令
和
６
年
９
月
25
日

○
研
修
場
所

東
京
都
港
区
虎
ノ
門　

ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル

○
講
　
師

中
本
正
樹
氏（

茨
城
県
小
美
玉
市
元
職
員
）

平
本
久
美
子
氏

（
日
本
広
報
協
会
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

鈴
木
詠
子
氏（

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
議
員
）

○
研
修
の
概
要

［
中
本
氏
の
講
話
］

　

町
民
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
作

る
た
め
に
、
３
人
の
講
師
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
長
期
に
わ
た
り
自
治
体
の
広

報
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
中
本
氏
は
、

町
の
課
題
や
住
民
に
刺
さ
る
記
事
な
ど

幅
広
く
取
材
し
、
情
報
を
伝
え
る
こ
と

を
目
指
す
の
が
重
要
だ
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

［
平
本
氏
の
講
話
］

　

次
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

平
本
氏
の
話
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
た

上
で
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、
質
の
高
い

デ
ザ
イ
ン
で
目
を
引
く
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
内
容
で
し
た
。
余
白
の
位
置
や

フ
ォ
ン
ト
の
選
び
方
、
も
っ
と
も
伝
え

た
い
情
報
を
ど
こ
に
配
置
す
る
か
な
ど

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

［
鈴
木
氏
の
講
話
］

　

最
後
に
広
報
誌
コ
ン
テ
ス
ト
で
１
位

常
連
の
埼
玉
県
寄
居
町
の
広
報
広
聴
特

別
委
員
会
委
員
長
の
鈴
木
氏
は
「
読
ま

れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
」

と
い
う
考
え
の
も
と
に
議
員
全
員
が
住

民
を
取
材
し
記
事
を
書
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
住
民

の
写
真
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

○
研
修
を
終
え
て

　

こ
れ
ら
の
自
治
体
は
ど
こ
も
積
極
的

に
議
員
一
人
一
人
が
住
民
を
取
材
し
、

住
民
の
声
を
議
会
だ
よ
り
に
広
く
反
映

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
や
編
集
全
般
を
業

者
に
委
託
し
て
質
の
良
い
議
会
だ
よ
り

に
し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

苦
手
な
部
分
は
プ
ロ
に
任
せ
て
、
議
員

に
し
か
で
き
な
い
取
材
や
記
事
を
書
く

こ
と
を
充
実
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
も

よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
一
つ
の

方
法
で
す
が
、
本
町
で
は
委
員
一
人
一

人
が
担
当
す
る
記
事
に
向
き
合
い
、
全

員
で
協
議
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
内
容
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今

後
も
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
ま
す
。

 
総
務
大
臣

　
　
感
謝
状
贈
呈

　

本
町
議
会
の
竹
中
悟
議
員
（
議
員
在
職

37
年
）
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

12
月
４
日
に
議
場
で
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
務
大
臣
感
謝
状
は
、
地
方
議
会
議
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
人
に
対
し
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で

す
。

竹中議員　おめでとうございます

内容もデザインも評価が高い　寄居町の議会だより
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町民の皆様の生の声、聞きました。

令和６年度議会報告会　開催報告

　令和６年 11月８日（金）、長与町水道局会議室にて議会報告会を開催しました。今年度は、前半
に産業文教・総務厚生の両常任委員長が５年度の各会計決算の審査報告を行い、後半は議員と町民が
一緒に長与町のまちづくりに関する３つのテーマに分かれた小グループを作って気軽に会話しながら
意見を出し合う「ワールドカフェ方式」の意見交換会を実施しましたので、主なご意見をご紹介しま
す。ご参加くださった皆様、ありがとうございました！

いただいたご意見は今後の町への政策提言などの参考にさせていただきます。詳しい開催報告書は右の二次元コード
からご覧ください。今回、参加者アンケートに「参加者が少ない！参加者を増やす努力を」とのご回答を複数いただ
きました。反省点とし、町民の皆様にもっと関心を持っていただける議会広報活動に努めてまいります。

テーマ①　新図書館の運営について（産業文教常任委員会）
・18時閉館だと利用できない人がいる。21時までなどにしてほしい。
・ボランティアが使用する用具を保管できるスペースが欲しい。
・ICチップなどで自動貸し出しができるようにしてほしい。
・新図書館ができた後、現図書館の土地の活用はどうなるのか。
・新図書館近くにバス停が欲しい。

テーマ③　地球温暖化対策について（総務厚生常任委員会）
・�温暖化対策に割かれている予算は多くはないと思うので、リタイア
した高齢者の知識・経験を資源として活用すべき。活躍の場がある
ことは生き甲斐にもなり、地域の人たちの温暖化対策への参加機運
も高まる。
・�住民ができる温暖化対策として、食品ロス削減とプラごみの削減・
リサイクルを推進すべきだ。

テーマ②　認知症対策について（総務厚生常任委員会）
・�認知症サポーター講座を受講しても、そこで習った知識をどう活か
していいか分からない。
・�自分の経験上、家族に認知症の人がいることは隠そうとするもの。
自分や家族が認知症であることを公表しやすくなるといいと思う。
・専門家と自治会、民生委員、隣近所が協力して見守りができたらいい。
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長
与
町
議
会
だ
よ
り

令
和

7年
1月

発
行

■
発

行
／

長
崎

県
長

与
町

議
会

　
T

EL（
095）801-5700　

E-m
ail：gikai@

nagayo.jp　
発

行
責

任
者

／
議

長
 安

藤
　

克
彦

　
編

集
／

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

印
刷

／
株

式
会

社
 ク

ラ
フ

ィ
ット

192
N
o.

77,700円支出合計 （８件）

（令和６年10月１日～12月31日）

議長交際費 寸志・慶祝など ……………………… 20,000円（３件）
香典・生花スタンドなど …………… 41,700円（３件）
激励カンパ ………………………… 10,000円（１件）
その他（見舞金・負担金など）………… 6,000円（１件）

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

委 

員 

長

　八
木

　亮
三

副
委
員
長

　堀

　
　
　真

委

　
　員

　下
町

　純
子

　
　
　
　
　藤
田

　明
美

　
　
　
　
　岡
田

　義
晴

　
　
　
　
　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　浦
川

　圭
一

　
　
　
　
　安
部

　
　都

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し揮発性有機化合物を
一切含まない NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

　
最
寄
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
店
が

閉
業
し
ま
し
た
。
私
が
十
代
の
頃
に

ビ
デ
オ
が
普
及
し
映
画
は
「
観
に
行

く
」
か
ら
「
借
り
る
」
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
は
「
配
信
で
観
る
」
な
の

で
し
ょ
う
▼
今
や
会
議
も
リ
モ
ー
ト

で
行
う
議
会
も
あ
り
ま
す
が
、
人
と

人
と
の
や
り
と
り
に
は
画
面
越
し
で

は
届
か
な
い
、
失
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
気
が
し
ま
す
▼
今
号
に
掲
載
の
昨

年
11
月
の
対
面
式
議
会
報
告
会
で

は
、
町
民
の
皆
様
の
様
々
な
意
見
を

聞
け
ま
し
た
。
議
員
と
町
民
が
思
い

を
正
し
く
伝
え
合
い
共
に
町
を
つ
く

る
た
め
、
今
後
も
直
に
皆
様
の
声
を

聞
く
場
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　   

　
　（
八
木
　
亮
三
）

編
集
後
記

表

紙

の

写

真

撮 影 者：江﨑　悠人 さん
（長崎北陽台高等学校 写真部）

タイトル：冬の始まり

撮影場所：高田川（高田郷）

撮影者コメント：道に落ちている枯れ葉が
秋の終わりを感じさせたので撮りました。

次の定例会は 開会の予定です。3月4日（火）

長与町議会（定数１６）

後列 ： 　　　　　　　　　　堤　理志　竹中　悟　　西岡克之（副議長）　安藤克彦（議長）
中列 ： 八木亮三　松林　敏　西田　健　浦川圭一　　中村美穂　安部　都　　金子　恵　山口憲一郎
前列 ： 下町純子　堀　　真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田明美　岡田義晴

皆さまの傍聴をお待ちしています。

12月議会の傍聴者は

延べ でした19人
議員の町政への要請についてはかなえられるように議会で討論すべきと考えます。

住みやすい長与町になりますよう皆様のご健闘をお願いいたします。

え ざき ゆう と


